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○ ○ ○ ５ 美
杉
町
石
名
原
地
内
で 

土
石
流
発
生
（
美
杉
分
署
）

 

八
月
二
十
五
日
に
発
生
し
、
九
月
三

日
に
高
知
県
に
上
陸
し
た
大
型
で
強

い
台
風
十
二
号
は
、
西
日
本
か
ら
北
日

本
に
か
け
て
、
山
沿
い
を
中
心
に
記
録

的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

特
に
紀
伊
半
島
で
は
、
総
降
水
量
が

広
い
範
囲
で
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
土
砂
災

害
、
浸
水
、
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
り
、

多
数
の
死
者
、
行
方
不
明
者
が
発
生
す

る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

 

 

た
。 市

内
に
お
い
て
も
、
九
月
四
日
午
前

十
時
ご
ろ
、
美
杉
町
石
名
原
地
内
の
所

川
で
土
石
流
が
発
生
し
、
家
屋
数
棟
が

全
半
壊
す
る
と
と
も
に
、
被
災
家
屋
に

一
時
、
住
民
が
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う

事
案
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
消
防
隊
員

に
よ
り
無
事
救
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
国
道
三
六
八
号
線
に
か

か
る
橋
が
流
失
す
る
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。 

最
近
の
自
然
災
害
は
、
東
日
本
大
震

災
を
始
め
、
想
定
外
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
各
地
に
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

今
後
ま
す
ま
す
地
域
住
民
に
よ
る

「
自
助
・
共
助
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

（
市
川
健
） 
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↑９月１４日の状況（上空から撮影）  

↑土石流による被害状況  

↑家屋の被害状況を確認する消防職員  
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消
防
団
津
方
面
団
員
が 

普
通
救
命
講
習
を
受
講 

（
中
消
防
署
） 

九
月
六
日
・
七
日
の
二
日
間
、
消
防

団
津
方
面
団
員
が
、
中
消
防
署
で
普
通

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。 

津
方
面
団
は
、
全
十
八
分
団
で
構
成 

さ
れ
て
お
り
、
各
分
団
か
ら
合
計
八
十

七
人
の
団
員
が
受
講
し
ま
し
た
。 

今
回
の
普
通
救
命
講
習
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
急
速
な

普
及
に
伴
い
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る

消
防
団
員
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
の

習
熟
、
迅
速
・
的
確
な
救
命
活
動
の
実

施
及
び
地
域
住
民
に
対
す
る
指
導
技

術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
津
方
面
団

が
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

 

講
習
の
指
導
は
、
中
消
防
署
の
隊
員

を
中
心
と
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
津
方

面
団
の
デ
ー
ジ
ー
分
団
（
女
性
の
み
の

分
団
）
の
中
に
は
、
応
急
手
当
普
及
員

の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
団
員
も
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
団
員
ら
も
指
導
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 

           

受
講
し
た
団
員
か
ら
、
「
万
が
一
の

場
面
に
遭
遇
し
た
時
に
は
、
講
習
で
得

た
知
識
や
技
術
を
実
践
で
き
る
よ
う

行
動
し
た
い
」
、
ま
た
、
指
導
を
担
当

し
た
団
員
か
ら
は
、
「
教
え
る
側
と
し

て
も
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
知
識
・
技

術
の
向
上
の
た
め
、
今
後
も
反
復
し
て

講
習
を
開
催
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

な
ど
力
強
い
コ
メ
ン
ト
が
聞
か
れ
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

（
伊
藤
勇
希
）

看
護
師
に
対
し 

救
命
処
置
を
指
導
（
西
分
署
）

五
月
二
十
四
日
か
ら
四
日
間
、
看
護

師
研
修
会
が
、
市
内
の
病
院
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
指
導
の
依
頼
を
受
け
た
中

消
防
署
西
分
署
の
救
急
救
命
士
を
含

む
隊
員
が
、
看
護
師
約
二
百
人
に
対

し
、
一
次
救
命
処
置
の
実
践
的
な
指
導

を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
は
、
看
護
師
が
入
院
し
て

い
る
患
者
の
病
態
の
急
変
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。
研
修
を
受
け
た
看
護
師
は
、「
救

急
救
命
士
か
ら
実
践
的
な
技
術
指
導

を
受
け
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
継
続
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
大
野
学
）

が
れ
き
救
助
訓
練
を
実
施 

（
安
濃
分
遣
所
） 

 

七
月
二
十
九
日
、
中
消
防
署
救
助
隊

及
び
安
濃
分
遣
所
隊
が
、
安
濃
分
遣
所

で
、
合
同
の
が
れ
き
救
助
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
地
震
で
建
物
が
倒
壊

し
、
内
部
に
要
救
助
者
が
取
り
残
さ
れ

て
い
る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
進
入

口
を
ふ
さ
い
で
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
塊
を
削
岩
機
で
破
砕
し
、
が
れ
き
撤

去
を
行
い
な
が
ら
要
救
助
者
を
救
出

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
隊
員
は
、
「
連

携
の
取
れ
た
実
践
向
け
の
訓
練
が
で

き
、
今
後
も
色
々
な
訓
練
に
取
り
組
み

た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
三
重
県
の
「
防
災

ミ
ニ
講
座
」
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
模
様
は
、
三
重
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
～
三
重
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放

送
局
～
防
災
ミ
ニ
講
座
で
、
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。 

 
 
 

（
裏
川
芳
輝
） 

↑熱心に説明を聞く津方面団員  

 
↑指導にあたる女性消防団員  

 
↑がれきの中から要救助者を

救出する隊員  

↑心臓マッサージの指導を受ける  
看護師  
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集
団
救
急
訓
練
を
実
施 

（
南
分
署
） 

 

九
月
九
日
の
救
急
の
日
、
久
居
消
防

署
、
中
消
防
署
、
津
警
察
署
、
三
重
大

学
医
学
部
附
属
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
か
ら
約
六
十
人
が
、
藤
方
の
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
津
の
駐
車
場
で
、
集
団
救
急

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
交
差
点
で
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
側
面
に
普
通
乗
用
車
が
激
し

く
衝
突
し
、
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
災
害
現
場
で
は
、
指
揮

隊
に
よ
る
的
確
な
指
揮
の
も
と
、
救
急

隊
な
ど
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
（
多
数
の

傷
病
者
を
重
症
度
な
ど
に
応
じ
選
別

し
、
治
療
の
優
先
度
を
決
定
す
る
行

為
）
や
、
他
機
関
と
の
連
携
が
重
要
と

な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
よ
り
実
践
的
と
い

う
観
点
か
ら
参
加
隊
員
に
対
し
、
事
前

に
訓
練
想
定
を
与
え
ず
実
施
し
た
こ

と
か
ら
、
実
際
の
事
故
現
場
の
よ
う
な

緊
張
感
の
中
で
訓
練
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

参
加
し
た
隊
員
は
、
「
大
規
模
災
害

に
備
え
、
技
術
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

他
機
関
と
の
連
携
も
さ
ら
に
強
化
し

た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

（
山
路
英
和
） 

 
 

 

中
国
人
実
習
生 

 
火
災
予
防
を
学
ぶ
（
久
居
消
防
署
）

 

九
月
二
十
七
日
、
技
術
実
習
の
た
め

中
国
か
ら
来
日
し
て
い
る
実
習
生
八

人
が
、
久
居
消
防
署
で
、
火
災
予
防
に

つ
い
て
学
び
、
色
々
な
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。 

 

こ
れ
は
、
日
本
で
の
滞
在
中
に
安
全

に
生
活
す
る
た
め
、
火
災
等
の
恐
ろ
し

さ
や
そ
の
対
処
方
法
を
学
び
、
消
火
器

を
使
用
し
て
の
初
期
消
火
や
、
中
国
語

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
片
手
に
、
実
際
に 

一
一
九
番
通
報
す
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
実
習
生
ら
は
通
訳
を
介
し
て
、

火
災
予
防
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。 

実
習
生
は
、
「
実
際
に
通
報
す
る
時

は
落
ち
着
い
て
話
し
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

 
 
 

（
笠
井
敦
史
）

 
 

 
 

香
良
洲
地
域
自
主
防
災
協
議
会

が
避
難
訓
練
を
実
施 

（
香
良
洲
分
遣
所
）

九
月
二
十
五
日
、
香
良
洲
地
域
自
主

防
災
協
議
会
が
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
直
ち
に
避
難
を
開
始
す
る
、
津

波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
、
香
良
洲
町
自
主
防
災
協

議
会
、
消
防
団
香
良
洲
方
面
団
、
津
南

警
察
署
、
香
良
洲
分
遣
所
な
ど
か
ら
総

勢
四
百
三
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

香
良
洲
地
域
の
一
時
避
難
場
所
か
ら

香
良
洲
小
学
校
、
香
海
中
学
校
ま
で
の

避
難
経
路
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
避

難
に
要
す
る
時
間
の
確
認
も
行
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
訓
練
で
は
、
各
機
関

と
の
防
災
体
制
の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
（
澤
田
司
）

 
 

 
 

温
泉
旅
館
で
消
火
訓
練
を
実
施 

（
美
里
分
署
） 

九
月
三
十
日
、
榊
原
温
泉
の
榊
原
館

が
、
夜
間
の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練

は
、
客
室
か
ら
出
火
し
、
逃
げ
遅
れ
と

負
傷
者
が
い
る
と
の
想
定
の
も
と
、
通

報
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、
屋
内
消
火

栓
取
り
扱
い
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
従
業
員
は
、
消
防
計
画
に
基
づ

き
、
各
自
の
役
割
を
的
確
に
果
た
し
て

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
池
山
弘
） 

 

↑マイクロバスから負傷者を  
救出する隊員  

↑水消火器による消火訓練

を行う実習生  

↑徒歩で避難する住民  
↑けが人をタンカで  

搬送する従業員  
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中
学
生
が
消
防
署
で 

職
場
体
験
学
習
（
北
消
防
署
） 

九
月
六
日
か
ら
の
三
日
間
、
市
立
豊

里
中
学
校
の
２
年
生
の
生
徒
４
人
が
、

北
消
防
署
で
、
九
月
十
四
日
か
ら
の
二

日
間
、
市
立
朝
陽
中
学
校
の
２
年
生
の

生
徒
４
人
が
、
河
芸
分
署
で
、
そ
れ
ぞ

れ
職
場
体
験
学
習
を
受
け
ま
し
た
。 

学
習
内
容
は
、
平
素
、
署
員
が
実
施

し
て
い
る
訓
練
を
中
心
に
、
ホ
ー
ス
の

結
合
と
延
長
、
放
水
の
ほ
か
、
救
急
隊

員
と
し
て
の
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人

工
呼
吸
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

残
暑
厳
し
い
中
で
の
訓
練
で
し
た

が
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
に
大
粒
の
汗
を

流
し
な
が
ら
、
一
致
団
結
し
て
指
導
を

受
け
て
い
ま
し
た
。 

 

指
導
に
当
た
っ
た
隊
員
も
、
消
防
業

務
の
大
切
さ
や
、
災
害
活
動
の
大
変
さ

を
伝
え
よ
う
と
、
同
様
に
大
粒
の
汗
を

流
し
な
が
ら
の
体
験
学
習
と
な
り
ま

し
た
。 

鈴
木
北
消
防
署
長
は
、
今
回
の
職
場

体
験
学
習
に
参
加
し
た
生
徒
が
、
地
域

防
災
の
要
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
将
来
、
津
市
の

安
心
・
安
全
を
守
る
消
防
職
員
を
目
指

し
て
く
れ
れ
ば
と
、
そ
の
小
さ
く
て
も

力
強
い
姿
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
松
本
淳
） 

水
難
救
助
訓
練
を
実
施 

（
北
消
防
署
） 

六
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
二
日

間
、
北
消
防
署
管
内
の
隊
員
が
、
大
里

窪
田
町
地
内
の
志
登
茂
川
で
、
海
や
川

で
の
本
格
的
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、
水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
消
防
技
能
官
で
も

あ
る
黒
川
北
消
防
署
副
署
長
か
ら
、
移

動
式
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
救
助
ボ

ー
ト
を
進
水
さ
せ
る
方
法
、
川
の
流
れ

に
逆
っ
て
の
救
助
ボ
ー
ト
の
手
漕
ぎ

の
方
法
、
お
ぼ
れ
た
人
を
救
助
ボ
ー
ト

に
引
き
揚
げ
る
方
法
、
救
助
用
の
浮
環

（
浮
輪
）
を
お
ぼ
れ
た
人
に
投
げ
る
方

 
 

法
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
よ
り
、
現
場

に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
初
動
を
担
う

消
防
隊
員
と
し
て
の
技
術
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
し
た
隊
員
は
、
「
津
市
消
防
に

は
、
二
十
人
で
編
成
さ
れ
た
水
難
救
助

隊
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
水
難

救
助
隊
と
の
合
同
訓
練
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

（
松
本
淳
）

竜
巻
に
注
意
！
（
河
芸
分
署
） 

七
月
十
八
日
、
河
芸
町
地
域
は
、
竜

巻
と
思
わ
れ
る
突
風
が
発
生
し
、
建
物

の
一
部
が
壊
れ
た
り
、
電
線
が
切
断
す

る
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
被
害
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
竜

巻
と
思
わ
れ
る
突
風
に
よ
る
、
人
へ
の

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

河
芸
町
地
域
で
は
、
過
去
に
も
同
様

の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
昭
和
六
十

年
に
は
、
倉
庫
一
棟
が
全
壊
、
十
七
戸

も
の
家
屋
の
屋
根
が
損
壊
す
る
な
ど

の
被
害
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

竜
巻
は
、
雲
の
底
か
ら
地
上
に
伸
び

る
雲
の
発
生
、
急
に
空
が
暗
く
な
っ
た

り
、
大
粒
の
ヒ
ョ
ウ
が
降
っ
た
り
す
る

現
象
が
前
兆
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
危
険

を
感
じ
た
ら
、
安
全
な
建
物
に
避
難

し
、
出
入
り
口
・
雨
戸
を
閉
め
て
、
で

き
る
限
り
建
物
の
中
心
か
つ
、
可
能
な

限
り
最
下
階
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

（
田
村
和
也
） 

芸
濃
地
区
防
災
訓
練
に 

二
百
人
参
加
（
芸
濃
分
署
） 

九
月
十
一
日
、
芸
濃
地
域
の
住
民
、

芸
濃
地
域
自
主
防
災
協
議
会
、
芸
濃
総

合
支
所
、
消
防
団
芸
濃
方
面
団
、
北
消

防
署
芸
濃
分
署
な
ど
か
ら
約
二
百
人

が
、
雲
林
院
小
学
校
で
、
芸
濃
地
区
防

災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
る

た
め
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

↑協力して放水する中学生  

↑移動式クレーンで救助ボートを進水させる隊員
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訓
練
の
内
容
は
、
芸
濃
分
署
の
隊
員

と
芸
濃
方
面
団
の
団
員
の
指
導
に
よ

る
消
火
器
の
取
り
扱
い
方
法
、
応
急
担

架
に
よ
る
救
出
方
法
、
三
角
巾
な
ど
を

使
用
し
た
応
急
処
置
の
方
法
や
、
煙
発

生
器
を
使
用
し
た
煙
体
験
、
起
震
車
に

よ
る
地
震
体
験
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
芸
濃
方
面
団
の
女
性
消
防
団

員
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

（
服
部
真
） 

 

大
規
模
災
害
に
備
え 

車
い
す
取
り
扱
い
要
領
を
学
ぶ

（
白
山
消
防
署
） 

九
月
十
一
日
、
白
山
地
域
の
住
民
、

白
山
地
域
自
主
防
災
会
、
自
衛
隊
、
白

山
総
合
支
所
、
白
山
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
消
防
団
白
山
方
面
団
、
白
山
消
防 

署
な
ど
か
ら
約
二
百
二
十
人
が
、
白
山

町
南
家
城
の
白
山
運
動
公
園
で
、
白
山

町
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
で
は
、
自
主
防
災
会
や

住
民
を
対
象
に
、
体
に
障
が
い
が
あ
る

方
や
、
老
人
の
方
を
的
確
に
避
難
さ
せ

る
方
法
と
し
て
、
車
い
す
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

か
ら
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
訓
練
で
は
、
白
山
消
防
署

の
隊
員
と
白
山
方
面
団
の
団
員
の
指

導
に
よ
り
、
水
消
火
器
を
使
用
し
て
の

初
期
消
火
訓
練
、
煙
体
験
、
応
急
担
架

作
成
・
搬
送
要
領
（
毛
布
・
竹
使
用
）
、

救
急
法
、
自
衛
隊
及
び
白
山
方
面
団
し

ら
さ
ぎ
分
団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
市
川
功
）

 
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
む
け
て 

水
防
工
法
訓
練
に
参
加 

（
一
志
分
署
） 

 

六
月
五
日
、
一
志
地
域
の
自
主
防
災

会
、
一
志
総
合
支
所
、
消
防
団
一
志
方

面
団
、
白
山
消
防
署
一
志
分
署
な
ど
か

ら
約
百
二
十
人
が
、
一
志
町
高
野
の
高

岡
幼
稚
園
及
び
高
野
保
育
園
で
、
一
志

地
域
水
防
工
法
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
大
型
台
風
接
近
に

伴
い
、
堤
防
の
一
部
が
決
壊
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
の
想
定
で
、
一
志
分
署
の
隊

員
と
一
志
方
面
団
の
団
員
の
指
導
に

よ
り
、
基
本
と
な
る
土
の
う
作
り
か
ら

始
ま
り
、
積
み
土
の
う
工
法
、
せ
き

板
工
法
を
各
グ
ー
ル
プ
に
分
か
れ
て

実
施
し
、
今
後
の
本
格
的
な
台
風
シ
ー

ズ
ン
に
備
え
、
水
防
工
法
技
術
を
習
得

し
ま
し
た
。 

 
 
 

（
松
田
高
志
）

 

平成２３年秋季全国火災予防運動 

  １１月９日（水）から１１月１５日（火）まで、「平成２３年 

秋季全国火災予防運動」が実施されます。 

☆全国統一標語  

『消したはず 決めつけないで もう一度』 

  ☆重点目標 

   １ 住宅防火対策の推進 

   ２ 放火火災・連続放火火災防止対策の推進 

   ３ 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 

   ４ 製品火災の発生防止に向けた取組の推進 

↑炊き出し訓練を行う女性消防団員  

↑車いすの取り扱いの指導を受ける自主防災会  

↑土のうを作る自主防災会  
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第
八
回
三
重
県
警
防
技
術 

交
換
会
に
参
加 

 

十
月
六
日
、
三
重
県
内
の
十
五
の
消

防
本
部
が
、
三
重
県
消
防
学
校
で
、
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
た
、
第
八
回
警
防
技
術
交
換
会
に

参
加
し
ま
し
た
。 

津
市
消
防
か
ら
は
、
中
勢
・
伊
賀
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
、
九
人
の
隊
員
が
参
加

し
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と

軽
乗
用
車
の
衝
突
事
故
に
よ
り
、
多
数

の
負
傷
者
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の

も
と
、
他
の
消
防
本
部
と
連
携
し
な
が

ら
、
指
揮
隊
活
動
及
び
ト
リ
ア
ー
ジ

（
多
数
の
傷
病
者
を
重
症
度
な
ど
に

応
じ
選
別
し
、
治
療
の
優
先
度
を
決
定

す
る
行
為
）
要
領
に
主
眼
を
置
い
た
実

践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。  

参
加
し
た
隊
員
は
、
「
他
の
消
防
本

部
と
の
連
携
の
重
要
性
と
、
的
確
な
ト

リ
ア
ー
ジ
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
今
後
も
訓
練
に
励
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
内
山
雅
治
）

消
防
団
協
力
事
業
所
が
誕
生 

六
月
十
七
日
、
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
交
付
式
が
、
市
役
所
本
庁
舎
で

行
わ
れ
、
津
市
で
最
初
の
消
防
団
協
力

事
業
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

消
防
団
協
力
事
業
所
と
は
、
津
市
消

防
団
員
で
あ
る
従
業
員
を
有
す
る
事

業
所
の
う
ち
、
特
に
消
防
団
員
が
活
動

 
し
や
す
い
職
場
環
境
を
提
供
し
、
消
防

団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
市
内
の
事

業
所
で
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

（
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
た
事
業

所
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
日
に
交
付
を
受
け
た
の
は
、
株

式
会
社
カ
ン
キ
ョ
ー
（
住
吉
町
）
、
三

重
中
央
農
業
協
同
組
合
（
一
志
町
田

尻
）
、
津
安
芸
農
業
協
同
組
合
（
一
色

町
）
の
三
事
業
所
で
、
前
葉
市
長
か
ら

「
社
会
貢
献
の
証
で
あ
り
、
今
後
と
も

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
消
防
団

活
動
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

表
示
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
横
山
博
）

 

津市救急・健康相談ダイヤル２４   

      ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ  ﾊｼﾚ  ﾂｷｭｳｷｭｳ               

      ０１２０－８４０－２９９   24 時間年中無休/通話料・相談料無料 
平成 23 年 10 月 1 日より津市が開設しましたのでご利用してください。 

 医師や看護師など専門スタッフが、市民の皆様のご相談にお答えします。 
     ●気になる身体の状態や病気に関する相談     ●健康づくりに関する相談 

     ●赤ちゃんや子どもの急病についての相談     ●介護相談 

     ●医療機関のご案内               ●メンタルヘルスの相談 

     ●妊娠・出産・育児相談 

    こんな時は迷わず１１９番通報を！ 

     ●意識がない、またはもうろうとしているとき  ●けいれんやひきつけが治まらないとき 

     ●呼吸や脈が不規則または停止しているとき     ●激しい頭痛、胸痛、腹痛などの痛みがあるとき 

     ●多量の出血があるとき                       ●明らかに重症と思われるとき  

↑他の消防本部の隊員と連携し負傷者を  
救出する津市消防の隊員  

表示証のデザイン

↑前葉市長と表示証の交付を受けた協力事業所の代表者  

平成 23 年 10 日 1 日より

 

協
力
事
業
所
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平
成
二
十
三
年
上
半
期
の 

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況 

【
火
災
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

建
物
火
災
は
、
三
十
七
件
で
、
そ
の
う

ち
住
宅
火
災
は
二
十
六
件
で
、
そ
の
出

火
原
因
の
一
位
は
「
放
火
」
で
し
た
。 

深
夜
や
未
明
に
建
物
の
周
囲
・
駐
車

中
の
車
な
ど
が
狙
わ
れ
ま
す
の
で
、
対

策
と
し
て
は
、
家
の
周
り
に
は
、
外
灯

を
つ
け
る
な
ど
明
る
く
し
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。 

 
 

                  

【
救
急
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

救
急
出
動
件
数
は
、
六
千
百
八
十
四
件

で
、
急
病
が
三
千
八
百
四
十
四
件
と
全

体
の
約
六
十
二
％
で
し
た
。 

 

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十

二
％
が
軽
症
患
者
で
し
た
。
軽
い
け
が

や
病
気
（
擦
り
傷
、
歯
痛
、
風
邪
等
）

の
場
合
な
ど
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ

ー
な
ど
で
掛
か
り
付
け
の
病
院
へ
行

き
ま
し
ょ
う
。 

 

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
救
助
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

救
助
出
動
件
数
は
、
四
十
四
件
で
、
交

通
事
故
が
二
十
七
件
と
全
体
の
約
六

十
一
％
で
し
た
。 

 

出
動
件
数
四
十
四
件
の
う
ち
現
場

で
活
動
し
た
件
数
は
、
二
十
七
件
で
、

三
十
二
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件

数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
十
七
件
に
つ

い
て
は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に

付
近
住
民
等
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
も

の
な
ど
で
す
。 

 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
十
一
月
十
三
日
（
日
） 

 

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
林
野

火
災
合
同
訓
練
（
美
杉
町
八
知
地
内 

ス
カ
イ
ラ
ン
ド
お
お
ぼ
ら
付
近
） 

◆
十
二
月
下
旬 

 

消
防
団
年
末
警
戒
巡
視 

◆
一
月
上
旬 

 

消
防
出
初
式
（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
及
び
そ
の
周
辺
） 

編
集
後
記 

 
 

 

 

今
年
の
夏
は
例
年
以
上
に
節
電
、
節

電
、
節
電
で
大
変
で
し
た
が
、
日
本
中

が
一
致
団
結
し
節
電
に
協
力
し
た
こ

と
で
、
突
然
停
電
す
る
こ
と
も
な
く
、

無
事
に
夏
を
乗
り
越
え
、
今
で
は
す
っ

か
り
秋
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
日

に
日
に
寒
く
な
り
、
暖
房
が
恋
し
い
季

節
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
冬
も
節
電
が

必
要
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
節
電
に
協
力
す
る
た
め
、
今
年

の
冬
は
電
気
に
頼
ら
な
い
石
油
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
考
え
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
く
れ
ぐ

れ
も
火
事
に
お
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
あ
わ
せ
て
、
風
邪
と
室
内
の
換
気

に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

（
岡
大
介
） 

 

（
津
市
防
火
協
会
主
催 

防
火
川
柳
最
優
秀
作
） 

区分 平成 23 年上半期 平成 22 年上半期 増減 

火災件数合計 73 50 23 

建物火災 37 33 4 

うち住宅火災 24 23 1 

林野火災 11 5 6 

 車両火災 9 4 5 

 船舶火災 0 0 0 

 その他の火災 16 8 8 

 死者（人） 3 3 0 

  うち住宅火災 1 2 ▲１ 

 負傷者（人） 7 2 5 

                                       ▲は減を示す 

区分 平成 23 年上半期 平成 22 年上半期 増減 

出動件数 6,184 5,852 332 

搬送件数 5,676 5,430 246 

搬送人員 5,769 5,557 212 

主な事

故種別

(出動件数)

急 病 3,844 3,606 238 

一般負傷 954 876 78 

交通事故 614 681 ▲67 

                                       ▲は減を示す 

区分 平成 23 年上半期 平成 22 年上半期 増減 

出動件数 44 61 ▲17 

活動件数 27 34 ▲7 

救助人員 32 33 ▲1 

主な事

故種別

(出動件数) 

交通事故 27 36 ▲9 

火 災 3 1 2 

水難事故 4 3 1 

建物等による事故 3 4 ▲1 

                                       ▲は減を示す 

火
事
と
風
邪 

 

共
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大
事
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救急車による搬送人員の５０％以上が軽症患者！ 

 平成２２年中の市内の救急車による搬送人員は、１１，５３０人で、うち軽症患者（入院加

療必要なし）は、約５５％の６，３１０人でした。 

 この軽症患者の中には、「風邪をひいた」や「単に飲み過ぎ・食べ過ぎ」など、本当に救急車

が必要であったのかと疑問に思う事例もあります。 

 救急車の適正利用に御協力をお願いします。 

  ただし、次のような場合は、迷わず１１９番通報してください。 

 ・意識がない、またはもうろうとしているとき。 

 ・呼吸や脈が不規則または停止しているとき。 

 ・多量の出血があるとき。 

 ・けいれんやひきつけが治まらないとき。 

 ・激しい頭痛、胸痛、腹痛などがあるとき。 

 ・明らかに重症と思われるとき。 

 

 津市などでは、休日・夜間の急病などに対応するため、応急診療所などを開設しています。

 急病になった時は  

１ まず、かかりつけの医師に連絡 

２ かかりつけ医が不在の場合、下記の応急診療所へ 

応急診療所 診療科目 診療日 受付時間（診療時間） 

津市休日応急・夜間 

こども応急クリニック 

TEL２３６－５５０１ 

大里窪田町 327-1 

三重病院敷地内 

内科・小児科 

日曜日、祝日(12 月 31 日か

ら 1月 3日までの間を除く)、

休日 

9:00～11:30(9:00～12:00) 

13:00～16:30(13:00～17:00)

小児科 毎夜間 19:30～23:00(19:30～23:30)

歯科 

日曜日、祝日(1 月 1 日を除

く)1 月 2 日、8 月 14・15 日、

休日 

9:00～11:30(9:00～12:00) 

12 月 31 日 
9:00～11:30(9:00～12:00) 

13:00～15:30(13:00～16:00)

津市夜間成人応急診療所 

TEL２２９－３３０３ 

西丸之内 23-1 

津リージョンプラザ北入口横 

内科 毎夜間 19:30～22:30(19:30～23:00)

津市久居休日応急診療所 

TEL２５６－６２０７ 

久居本町 1400-2 

久居一志地区医師会館内 

内科・小児科 
日曜日、祝日、休日 

12 月 30 日～1 月 3 日 
10:00～16:00(10:00～16:00)

 

３ １・２以外で病院をさがす場合 

  ★医療ネットみえ 

  ・インターネット検索 http://www.qq.pref.mie.lg.jp/ 

     ・携帯電話サイト   http://www.qq.pref.mie.lg.jp/k/ 

  ★三重県救急医療情報センター・コールセンター 

   ・自動案内（音声・ＦＡＸ） TEL０８００－１００－１１９９（通話無料） 

   ・電話案内         TEL２５６－１１９９（いい救急） 

４ 電話による相談 

  ★津市救急・健康相談ダイヤル２４ 

   TEL０１２０－８４０－２９９（２４時間年中無休。通話料・相談料無料） 

    ※携帯電話からも使用可能 

  ★みえ子ども医療ダイヤル 

   TEL２３２－９９５５または、＃８０００（１９:３０～２３:３０） 

 




